
根
室
市
の
要
望
事
項 

サ
ケ
マ
ス
流
し
網
禁
止
対
策

等
漁
業
振
興
に
つ
い
て 

 

（
１
）
ホ
タ
テ
貝
漁
場
整
備 

①
稚
貝
購
入
へ
の
支
援
（
２

年
分
） 

●
Ｈ
２
８
年
の
漁
場
調
査
を
踏
ま

え
、
漁
場
面
積
４
，
６
０
０
ｈ
ａ

（
単
年
度
そ
の
二
分
の
一
に
２
年

に
渡
っ
て
放
流
予
定
）
に
２
年
間

で
１
４
万
粒
余
、
約
４
億
７
千
万

円
。
放
流
経
費
７
千
万
円
で
合
計

約
５
億
４
千
万
円
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
国
は
全
て
漁
業
者
（
漁
業

協
組
合
）
が
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

要
望
は
国
の
責
任
で
お
き
た 

 
 

 
 

  

日
本
共
産
党
の
根
室
管
内
議
員
団
（
根
室
市
３
名
、
別
海
町
２
名
、
標
津
町
１
名
、
羅
臼
町
１

名
）
は
、
７
日
（
金
）
中
標
津
町
で
会
議
を
開
催
、
２
０
１
７
年
度
と
２
０
１
８
年
度
へ
向
け
た

国
及
び
北
海
道
へ
の
重
点
要
望
事
項
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
根
室
市
の
要
望
事
項
の
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党 

「
流
し
網
禁
止
」
だ
か
ら
こ

そ
、
国
が
経
費
を
負
担
す
べ

き
と
の
要
望
で
す
。 

 

②
ホ
タ
テ
貝
漁
に
出
漁
す
る

新
造
船
建
設
へ
の
支
援
策 

 

③
保
管
冷
凍
冷
蔵
施
設
整
備 

 

（
２
）
代
替
漁
業
・
漁
法
へ

の
支
援
策 

①
昨
年
実
施
し
た
結
果
を
検

証
し
、
漁
獲
量
の
向
上
と
経

費
節
減
へ
の
支
援
策 

●
「
公
海
サ
ン
マ
」
の
操
業
が
５

月
１
日
～
７
月
３
１
日
、
太
平
洋

公
海
沖
合
で
実
施
。
隻
数
１
３
隻

（
船
上
凍
結
４
隻
、
洋
上
売
魚
９ 

隻
）
。
漁
獲
実
績
は
、
目
標
漁
獲
量

４
，
６
３
７
ト
ン
に
対
し
て
４
１
．

８
％
の
実
績
、
金
額
で
２
億
７
，

３
５
０
万
円
に
対
し
て
実
績
２

８
．
９
％
で
終
了
。 

●
「
サ
バ
類
・
マ
イ
ワ
シ
」
の
操

業
は
５
月
１
日
～
７
月
３
１
日
。

操
業
隻
数
１
９
隻
。
道
の
速
報
値

に
よ
れ
ば
、
サ
バ
は
、
漁
獲
量
は

目
標
値
の
わ
ず
か
１
％
、
マ
イ
ワ

シ
は
、
６
１
％
で
両
方
の
合
計
金

額
で
約
３
億
６
千
万
円
程
度
の
実

績
で
し
た
。 

●
「
ロ
シ
ア
海
域
の
代
替
漁
法
」 

水
産
庁
委
託
事
業
で
、
７
月
１
３

日
～
２
６
日
ま
で
操
業
。
延
べ
９

日
間
操
業
。
漁
獲
量
で
目
標
値
の

６
．
４
％
、
金
額
で
１
８
５
万
円
。 
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花咲港のサンマ漁船      

代
替
漁
業
・
代
替
漁
法
と

も
に
、
マ
イ
ワ
シ
漁
の
６

１
％
が
最
高
で
、
そ
の
他
は

極
め
て
厳
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。 

要
望
は
こ
の
実
績
を
検
証

し
、
漁
獲
量
増
大
に
つ
な
が

る
諸
対
策
と
操
業
に
係
る
諸

経
費
が
節
減
で
き
る
具
体
的

な
対
策
を
求
め
る
も
の
で

す
。 

（
３
）
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

整
備
へ
の
新
設
支
援 

①
根
室
市
が
基
本
設
計
を
行

う
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
整
備

へ
の
新
設
支
援 

●
２
９
年
度
根
室
市
は
、
ハ
ナ
サ

キ
ガ
ニ
、
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
の

種
苗
生
産
施
設
建
設
調
査
費
等
に

約
５
６
０
万
円
で
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。 

来
年
度
以
降
実
施
設
計
、

施
設
建
設
を
進
め
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
建
設

へ
の
新
た
な
支
援
制
度
を
要

望
す
る
も
の
で
す
。 

根
室
市
の
贈
答
品
へ
の
対
応 

  

根
室
市
で
も
、
総
務
省
の
通

知
を
受
け
て
、
事
業
の
一
部
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
来
こ
の
制
度
は
「
今
は
都
会

に
住
ん
で
い
る
が
、
自
分
を
育
て

く
れ
た
『
ふ
る
さ
と
』
に
、
自
分

の
意
思
で
い
く
ら
か
で
も
納
税

で
で
き
る
制
度
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
題

提
起
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

ま
た
、
そ
の
使
い
道
も
「
ふ
る
さ

と
へ
の
恩
返
し
」
に
役
立
つ
趣
旨

に
使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
納
税

者
の
「
意
思
」
が
活
か
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
べ
き
と
い
う
の
が
目

的
で
す
。 

 

根
室
市
の
今
回
の
見
直
し
で

は
、
従
来
の
取
り
組
み
が
そ
の
目

的
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
返
礼
品
を
調
達
す
る
「
価

格
」
を
総
務
省
の
通
知
に
合
わ
せ 

 
 

 

「
ふ
る
さ
と
納
税
問
題
」
が
全
国
紙
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
地
域
間
の
過
度
な
競
争
等
に
よ
る
「
返
礼
品
」
等

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
自
治
体
で
は
「
金
券
」「
商
品
券
」
等

を
返
礼
品
に
す
る
、
寄
付
金
額
の
相
当
な
部
分
を
あ
て
る
な
ど
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
総
務
省
は
、
返
礼
品
の
上
限
は
寄
付
金

額
の
３
割
以
内
と
す
る
等
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の
健
全
化
の
た
め

の
「
通
知
」
を
出
し
、
よ
り
よ
い
制
度
の
あ
り
方
を
求
め
て
い
ま
す
。 

て
３
割
以
内
に
一
部
見
直
す
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
も
、
調
達
す
る
価
格

は
、
全
６
０
０
品
の
内
、
約
３
分

の
２
が
３
割
以
内
で
し
た
が
、
残

る
３
分
の
１
が
３
割
か
ら
４
割

を
超
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら

は
、
３
割
以
内
と
す
る
と
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
返
礼
品
も
「
産
地
の
ブ

ラ
ン
ド
化
」
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
た
め
、
地
元
産
業
振
興
に
も
貢

献
し
て
い
る
制
度
に
な
っ
て
い

る
と
総
合
政
策
部
で
は
評
価
し

て
い
ま
す
。 

 

た
だ
、
総
務
省
通
知
と
マ
ス
コ

ミ
報
道
等
の
影
響
が
今
後
、
納
税

者
意
識
に
ど
う
反
映
す
る
の
か
、

そ
の
動
向
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
、
根
室

市
の
場
合
ほ
と
ん
ど
無
く
、
こ
れ

か
ら
も
順
調
に
推
移
す
る
だ
ろ

う
と
市
で
は
み
て
い
ま
す
。 

 
 

 


